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0.　ロマン主義と伝承バラッド
例えば大学の授業の前期・後期のようにイギリスの文学史を便宜的に二つの時期
に分け、後の方を仮に近代文学と呼んでみる時、ロマン主義の勃興あたりから話を
起こすのが通例だろう。ロマン主義時代の幕開けを、William WordsworthとS. T. 
Coleridgeの共作Lyrical Balladsの初版が出版された1798年とすることは常識だが、
もちろん、この年にありとあらゆるものが一瞬にして変わったなどということがある
はずもない。それまでに、恐らくは18世紀を通じて、潮がひたひたと満ちるが如く、
人々の文芸上の嗜好が、そして時代そのものが変化していき、その末に1798年とい
う年を迎えたのだ。これもまた異論のないところだろう。
そうした変化を推し進めた要因のひとつとして、所謂、伝承バラッド（traditional 
ballads）が挙げられる。Thomas Percyが編纂したReliques of Ancient English 
Poetry（1765）に刺激を受け、幾多の詩人たちが自らも収集に当たったり、模倣詩
（literary ballads）を捻り出そうとしたりしたこともよく知られている。
過去の数多くのバラッド・コレクションから詩人らによる模倣詩を排除して、可
能な限り純粋な伝承バラッドのみを集大成したものが、Francis James Child編の
The English and Scottish Popular Ballads（1882-98）である。収録されたバラッド
が305篇。305篇と言ってもそのひとつひとつにいくつものvariantsがあり、アルフ
ァベットを振ってそれらを全て収めているから、全体としては膨大な数になる。大
学院生時代から私が手許に置いているのは大きな判型のペーパーバック版ではある
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が、それでも全5巻という大著だ。Child以降もバラッドの収集は進められたのでこ
こに収められていないものもいくつかあるだろうが、それでも今日に至るまでこの
Childの本が斯界のキャノンである所以である。
1.　「ランダル卿」をどう読むか
さて、その305篇のうち、有名なもの、しばしば引用されるスタンダードなもの
がいくつかあるが、中でもバラッドの特異な世界観をよく表し、私が学生などに真
っ先に紹介する一篇に、“Lord Randal”と呼ばれる歌がある。Childの12番。Aか
らOまで長短15のvariantsが並んでいるが、他のバラッド集などにもよく収められ
るのは、最初に挙がっているAバージョンであろう。それほど長いものではないので、
後々の便宜の為にも全文を引用してみよう。
1 ‘O WHERE ha you been, Lord Randal, my son?
 And where ha you been, my handsome young man?’
 ‘I ha been at the greenwood; mother, mak my bed soon,
 For I’m wearied wi hunting, and fain wad lie down.’
2 ‘An wha met ye there, Lord Randal, my son?
 An wha met you there, my handsome young man?’
 ‘O I met wi my true-love; mother, mak my bed soon,
 For I’m wearied wi huntin, an fain wad lie down.’
3 ‘And what did she give you, Lord Randal, my son?
 And what did she give you, my handsome young man?’
 ‘Eels fried in a pan; mother, mak my bed soon,
 For I’m wearied wi huntin, and fain wad lie down.’
4 ‘And wha gat your leavins, Lord Randal, my son?
 And wha gat your leavins, my handsom young man?’
 ‘My hawks and my hounds; mother, mak my bed soon,
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 For I’m wearied wi hunting, and fain wad lie down.’
5 And what becam of them, Lord Randal, my son?
 And what becam of them, my handsome young man?’
 ‘They stretched their legs out an died; mother, mak my bed soon,
 For I’m wearied wi huntin, and fain wad lie down.’
6 ‘O I fear you are poisoned, Lord Randal, my son!
 I fear you are poisoned, my handsome young man!’
 ‘O yes, I am poisoned; mother, mak my bed soon,
 For I’m sick at the heart, and I fain wad lie down.’
7 ‘What d’ye leave to your mother, Lord Randal, my son?
 What d’ye leave to your mother, my handsome young man?’
 ‘Four and twenty milk kye; mother, mak my bed soon,
 For I’m sick at the heart, and I fain wad lie down.’
8 ‘What d’ye leave to your sister, Lord Randal, my son?
 What d’ye leave to your sister, my handsome young man?’
 ‘My gold and my silver; mother, mak my bed soon,
 For I’m sick at the heart, an I fain wad lie down.’
9 ‘What d’ye leave to your brother, Lord Randal, my son?
 What d’ye leave to your brother, my handsome young man?’
 ‘My houses and my lands; mother, mak my bed soon,
 For I’m sick at the heart, and I fain wad lie down.’
10 ‘What d’ye leave to your true-love, Lord Randal, my son?
 What d’ye leave to your true-love, my handsome young man?’
 ‘I leave her hell and fire; mother, mak my bed soon,
 For I’m sick at the heart, and I fain wad lie down.’
収集当時のスコットランド方言そのままに書き留められ、現代の標準的な英語の
綴りとはかなり異なるものがちりばめられてはいるが、それらに目を瞑りさえすれ
－ 20－
鈴木 邦彦．　Traditional ballads 理解の為に ―“Lord Randal”を中心に―
ば、極めて平易な英語で歌われているのがわかる。何気ない母と息子の会話から始
まって、様式化された淡々としたやり取りが続く中、やがて暴かれる驚きの事件。“No 
emotion is expressed, no motive indicated.”（Heart 46）にもかかわらず、否、故に
こそ純化された悲劇性が我々の胸を打つ。伝承バラッドの典型的なパターンのひと
つである。
しかし、これを現代の全ての人たちに正しく理解してもらい、その面白みを味わ
ってもらうのは、それほど簡単なことではない。というのも、この詩を紹介して学
生に感想を求めると、こちらの思いも寄らぬ反応を示す者が少なくないからである。
曰く、この母親は息子が苦しんでいるというのに何故早く適切な処置を取らないの
だろう。曰く、息子が死にそうなのに、なぜ遺産のことにばかり拘っているのだろう、
酷い母親だ、等々。
2.　写実への拘り
こうした反応を聞いていて、ふと思い出したのは、まだ私が学生だった時分、私
の恩師が『英語青年』に寄せていた論文の冒頭のエピソードである1。他大学に出張
して夏季集中講義でShakespeare喜劇のいくつかについて講じ、学生たちにレポー
トを書かせたところ、As You Like Itを取り上げた学生のほとんどがこの芝居を「甚
だ不自然で受け入れ難い」と論じていたというのだ。
今更あらすじを語るのも憚られるが、話を進める上で必要な部分だけ触れておけ
ば、この劇は、宮廷から追放されたRosalindが旅の道中の安全を考えて男装をする。
そして先に追放された父親が潜むアーデンの森に落ち着くのだが、その森で、かね
てより想いを寄せていたOrlandoという青年とばったり出会う。Rosalindは自分が
男装したままで相手に正体がわからないのをいいことに、「僕」のことをRosalindに
見立てて口説いてごらんと、恋に悩むOrlandoに対して、言わば恋愛ゲームを仕掛
1 喜志「イギリス演劇の美学のために」p. 162。同論文は後に『劇場のシェイクスピア』にも再録された。
同p. 269。
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ける――主要部分を言えば、そういう劇である。
が、「甚だ不自然で受け入れ難い」と論じていた学生たちに言わせると、Rosalind
の変装を、彼女の恋人であるOrlandoや実父である公爵が見抜けないのはおかしい
ということらしい。恩師はこれらのレポートを読んで、「講義が―少なくとも一部の
学生には―何の意味ももたなかったことを、私は悟った」（同）と、肩を落としたよ
うに綴っていた。
学生たちのこうした反応が出て来るのは、簡単に言えば、リアリズム（写実）に毒
されている故ということだと思う。もとより演劇の歴史を紐解くような厄介な作業を
始めるのは私の手には余る。所謂近代リアリズム劇のことを言っているのでもない。
もっと単純に、視覚上の写実を表現方法の基本とするメディアに、現代人が晒され
過ぎてきたからだということである。テレビドラマや映画などが、そのわかりやす
い典型だ（鈴木 16-20）。
As You Like Itの公演は日本やイギリスで私もたくさん観てきたが、Rosalindが男
装してGanymedeと名乗る時、大抵の舞台では衣裳を替える程度である2。長い髪
を纏めて帽子を被ったり、短髪の鬘を使ったりする場合もあったかもしれない。が、
いずれにせよ、特殊メイキャップを施してすっかり男に見えるよう変身するなどと
いうことはあり得ない。逆に、もしそんなことをして、観客までGanymedeが
Rosalindであることがわからなくなってしまったら、As You Like Itという芝居の面
白みは、半減どころか壊滅してしまうからである。
視覚上GanymedeがRosalindであるのは明らかではあるが、筋の流れから――衣
裳も替わったことだし――恋人でも実父でも俄かにはわからないほど容貌が変わっ
たことにするのだなと暗黙の裡に観客は了解し、実際に変わったのだと想像力で補
って舞台を観る。つまり、ここでは写実によらない表現様式が採られているのだと
2 「衣裳を替える程度」とは言うものの、エリザベス朝時代、衣裳は現代の我々が考える以上に重要な
ものだったということは思い出しておいてよいかもしれない。身分の低い者が王侯貴族のような贅沢
な装いをしたり、女性が男装したりすることは、社会階層を覆すにも似た危険極まりない行為だった
はずだ。
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理解し、それに即した鑑賞の仕方をするのである3。
しかし、テレビドラマや映画のようなメディアにおいては、劇場中継や昔の所謂
「缶詰映画」 4なら話は別だが、ふつうそういう観点での想像力での補填を必要とし
ない作り方をしている。つまり、視覚上の写実を専らとする表現様式が採られてい
るのが通例である。そこでは、衣裳を替えただけなどという「変装」の仕方は表現
様式に照らしてあり得ない。衣裳を替えたのは飽くまでも見た目通り衣裳を替えた
だけのことであり、それを変装として有効だなどとは決して考えない。
視覚上の写実を専らとする表現様式にばかり慣れ親しんでいると、それ以外の表
現様式だってあり得るのだということに、やがて思いが至らないようになる。言い
方を替えれば、想像力での補填が不要なメディアに長く慣れ親しんでいると、やが
て想像力で補填することが必要な時に補填できなくなる。かくして、As You Like It
に接した時、これは写実とは異なる表現様式が採られているのだなどとは捉えるこ
とができず、また、男性の衣裳を着たRosalindを、恋人や実父にもわからないほど
変装し得たことにするのだななどとは想像することができないままになる。見た目
通りRosalindが着替えただけなのに、なぜこれが思い焦がれた恋人だとわからない
のか、なぜこれが離れ々々になっていた愛娘だとわからないのかと首を傾げ、結果、
「不自然で受け入れ難い」となってしまうのである。
似たような現象が、“Lord Randal”を読む現代人のうちの幾人かにも起きている
のではないか。「どこに行ってきたんだい、ランダル卿、私の息子よ。どこに行って
きたんだい、私の美しい若者よ。」と母親が尋ね、「緑の森に行ってきました。母上、
床を延べてください。狩りで疲れて、横になりたいのです。」と息子が答える。その
次のstanzaに母親の「そこで誰に会ったんだい、ランダル卿、私の息子よ。そこで
誰に会ったんだい、私の美しい若者よ。」との歌詞が来れば、それらの人たちは、歌
詞がそう並んでいる以上、実際にそういう会話が為され、それらをそのまま写した
3 Coleridge流に言えば、suspension of disbeliefということになる。
4 村山はp. 337で、映画の草創期に固定キャメラで舞台をそのまま撮影したものを指す用語としてこ
れを紹介している。
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のだと受け取り、それ以外の表現様式の可能性など思い付く余地がないのだろう。
詩行の間に省いてあるものを想像力で補ったり、あるいは詩行が象徴しているもの
を推測したりする必要性など微塵も感じないまま、書いてあるとおりの問いが書い
てあるとおり即座に発せられたのだと考えてしまう。彼らが慣れ親しんだテレビド
ラマや映画の、カットの無いワンシーンの中の連続した台詞のように受け取るのか
もしれない。だからこそ、息子が疲れて横になりたいと言っているのに、この母親
はなぜ床を延べてやろうとしないのか。なぜ息子の要望を無視して質問を続けるの
か……などと、誤った方向に思いが走ってしまうのである。
3.　臨終口頭遺言
そういう人たちからは、「母さんには何を遺しておくれだい、ランダル卿、私の息
子よ。母さんには何を遺しておくれだい、私の美しい若者よ。」以降、妹（あるいは
姉か）、弟と続く後半部分に特に手厳しい非難が寄せられる。息子が毒を盛られて
死んでしまうかもしれないという瀬戸際に、遺産分けの話などしている場合ではな
いだろうというわけである。
写実的な表現様式によって描かれているのなら、つまり息子の死に際してこれら
の会話が実際にそのまま行われたのならまさにその批判も当たっていようが、これ
らの詩行はバラッド研究の分野で言うところの臨終口頭遺言（nuncupative will）の
パターンである。
もともと中世の「遺言詩」と呼ばれる形見分けの歌の形式であった。これが
バラッドの物語技法として取り込まれ、中世的形式主義を遥かに越えた独特
の物語効果を産み出した。（山中 21）
写実とは異なる、ひとつの様式・形式に則って歌われているものを、リアリズム
の観点から批判してもしょうがない。女形の活躍する歌舞伎を見て、女装趣味の男
たちの物語と受け取ったり、韻文で綴られているShakespeare劇の台詞を聞き、現
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実社会でiambic pentameterで喋り続ける人間などあり得ないと批判したりすること
が馬鹿げているのと同じである5。
この臨終口頭遺言の形式が見られるのは、“Lord Randal”ばかりではない。例え
ば“The Cruel Brother”では、最後の15-20連、兄に刺された妹（ひょっとしたら弟
に刺された姉かもしらぬが、年齢の上下が特定できないゆえ一応こうしておく）に
向かって、父、母、姉、当の兄、兄嫁、その子どもたちにそれぞれ何を遺すか、問
い主は不明ながら次々と質問が繰り返され、遺すものが詠われていく。
15 ‘O what will you leave your father dear?’
 ‘That milk-white steed that brought me here.’
16 ‘O what will you leave your mother dear?’
 ‘The silken gown that I did wear.’
17 ‘What will you leave your sister Ann?’
 ‘My silken snood and golden fan.’
18 ‘What will you leave your brother John?’
 ‘The highest gallows to hang him on.’
19 ‘What will you leave your brother John’s wife?’
 ‘Grief and sorrow to end her life.’
20 ‘What will ye leave your brother John’s bairns?’
 ‘The world wide for them to range.’　　　 （Child #11G）6
“What d’ye leave to your…”と“What will you leave to your…”と、助動詞が
doかwillかの差こそあれ、ほとんど同じ文が並べられているのが一目でわかる。
5 もっとも、それを逆手に取ってJaquesに“Nay then, God be wi’ you, an you talk in blank verse.” (As 
You Like It, IV. i. 15) と言わせたのはShakespeareだが。
6 各連2行目と4行目にそれぞれFine ﬂowers i the valleyとWi the red, green, and the yellowとの
refrainが省略されている。
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また、“Edward”でも、最後の5-7連、父親殺しという大罪を背負って故郷を去ろ
うとする息子Edwardと彼の母親との間でこの形式が現れる。
5 ‘And what wul ye doe wi your towirs and your ha,
                    Edward, Edward?
 And what wul ye doe wi your towirs and your ha,
         That were sae fair to see O?’
 ‘Ile let thame stand tul they doun fa,
                    Mither, mither,
 Ile let thame stand tul they doun fa,
         For here nevir mair maun I bee O.’
6 ‘And what wul ye leive to your bairns and your wife,
                    Edward, Edward?
 And what wul ye leive to your bairns and your wife,
         Whan ye gang ovir the sea O?’
 ‘The warldis room, late them beg thrae life,
                    Mither, mither,
 The warldis room, late them beg thrae life,
         For thame nevir mair wul I see O.’
7 ‘And what wul ye leive to your ain mither deir,
                    Edward, Edward?
 And what wul ye leive to your ain mither deir?
         My deir son, now tell me O.’
 ‘The curse of hell frae me sall ye beir,
                    Mither, mither,
 The curse of hell frae me sall ye beir,
         Sic counseils ye gave to me O.’　　　 （Child #13B）
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「何を遺しておくれだい」と問わずとも、「塔や広間はどうするの」とは、それらを
誰に遺贈するのかという問いとほとんど同じである。次にはもっとはっきりと「子ど
もたちや嫁には何を遺しておやりだい」と問う。そして、「母さんには何を遺してお
くれだい」と“Lord Randal”と同様の台詞が来て、最後に明かされるのは、“Lord 
Randal”以上の、衝撃の事実である。
また、遺言と言っても何か物を遺すというのでなく、文字通り言葉を遺す、伝言
するという例で言うと、“The Twa Brothers”も加えることができよう。
6 He’s taen him up upon his back,
   Carried him to yon kirk-yard,
 And dug a grave baith deep and wide,
   And laid his body there.
7 ‘But what will I say to my father dear,
   Gin he chance to say, Willie, whar’s John?’
 ‘Oh say that he’s to England gone,
   To buy him a cask of wine.’
8 ‘And what will I say to my mother dear,
   Gin she chance to say, Willie, whar’s John?’
 ‘Oh say that he’s to England gone,
   To buy her a new silk gown.’
9 ‘And what will I say to my sister dear,
   Gin she chance to say, Willie, whar’s John?’
 ‘Oh say that he’s to England gone,
   To buy her a wedding ring.’
10 ‘But what will I say to her you loe dear,
   Gin she cry, Why tarries my John?’
 ‘Oh tell her I lie in Kirk-land fair,
   And home again will never come.’ 　　　（Child #49A）
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誤って刺してしまった兄（または弟）のことを、父、母、姉（または妹か）、恋人
へどう伝えようかと次々に問い、それらへの答えが並べられていく。
いずれも、写実的に描かれた場面だなどと考えたらおかしな歌ばかりである。写
実的に考えてしまったら、“The Cruel Brother”の家族は、“Lord Randal”の母親同
様、遺す物など問う前に医者か何か呼ぶべきだということになろうし、“Edward”
の母親は、これまた遺す物など尋ねずに息子をもっと引き留めるか何かするべきだ
ということになるだろう。“The Twa Brothers”の兄または弟も、弟もしくは兄がま
だこれだけ喋れるくらい息があるのだから、第6連で歌っているようにさっさと埋葬
してしまってはいけないということになる。
4.　「ランダル卿」様式化の手前
“Lord Randal”はとりあえずフィクションであって、実際にモデルとなった事件
があったにせよなかったにせよ、何の確証もない今、元の姿をここで類推したとこ
ろで何にもならない。が、様式化された末に出来上がった歌をこうも誤解する人た
ちがいるとなると、例えば、飽くまでも例えばであるが、こういう事件が起こって、
それをこう様式化したのかもしれないというような仮想の話をしてみるのも、全く
無駄とは言えないだろう。つまり、この歌を通して、歌われている「実際の」状況が
どうだったか空想を馳せてみせることも、鑑賞の手引きめいたものとなり得るかも
しれないという意味においてである。
この際、Childが細々と解説しているような、イタリアをはじめヨーロッパ各地の
類似の、もしくはひょっとしたら淵源なのかもしれない歌について、考察を巡らせ
るのは割愛しよう。12Aのみを見る者にとっては、与り知らぬ知識だからである。
Randal卿がDonald卿かもしれないとか、Ronald卿、いやRowlande卿かもしれな
いなどという知識も、A版のみを読む者にとっては、今はどうでもよい。どうせ、こ
んな人物名は、その時代その時代、その土地その土地で、聴衆の時事的関心をくす
ぐろうと、いくらでも変化してきたことだろう。食べた物がeels fried in a panでは
なくて斑模様の魚かもしれないなどという情報も、今は必要なかろう。毒を盛られ
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たことには違いないのだから。その毒を盛ったのが誰か、他の版が伝えるように
wifeだったり、grandmotherだったり、stepmotherだったりというのは事件の核心
そのものに大きな変更を迫る事柄だが、先にも述べたように、A版のみを鑑賞する
場合を考えて、今は目を瞑っておくことにしよう7。
出掛けていた息子が帰館した。母親としては当然のことながら、どこへ行ってき
たのかと息子に尋ねる。あるいは、母親は前々から息子の最近の行動にある種の不
安や危惧を覚えていたのかもしれない。いやそれより、顔色が悪い。肩で息をして
いる。「狩りで疲れた」とは言うものの、我が子の異変は、母親の目には既に明らか
だったろう。息子に言われるまでもなく、急いで寝室の準備が整えられ、医者を呼
びに使いの者が送り出されたかもしれない。
母親がかねてより気になっていたのは、息子が付き合っている女のことである。
ベッドの上で尚も呻く息子の額の汗など拭きながら、誰かと会っていたのかと問い
質す。森で会っていたのは、果たして、その女。
ところで、主人公はLordというくらいだから、身分の高い人物である。後の連で
わかるとおり、数十頭もの乳牛を飼い、金銀の富を蓄え、屋敷や土地（houseもland
も複数形だ）を所有する、立派な貴族または地主階級で、父親は既に亡くなってい
て彼が当主ということが見て取れる。結婚相手だって、同等の身分の家柄の出身で
なくてはなるまい。
森で会ってきたという女は、どうだったのか。勝手な邪推をしてもよければ（と
いうか勝手であることは百も承知でこの章を始めたのだが）、身分違いか何かで結
婚できない、結婚は許されないという状況だったのかもしれない。トマス卿が美し
いアネットと財産持ちのnut-browneの娘とどちらを娶るべきか悩む“Lord Thomas 
and Fair Annet” （Child #73） など、類似のケースだろう。財産持ちの女を選んだト
マス卿を、アネットは殺しなどしなかったけれど、ランダル卿の彼女は、結婚でき
ないのならいっそ殺してしまいたいと逆上したのかもしれない。
あるいは、敵対するclan同士のカップルを描いた“Earl Brand” （Child #17） や、
7 とは言え気になるという人の為に、拙論の末尾に各版の異同を一覧表にしておいた。
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スコットランド人とイングランド人の争いを背景にした“Lady Maisry” （Child #65） 
などを読めば、結婚を妨げる理由が身分や経済の格差ばかりではなかったことを思
い知らされる。こうした状況下、土壇場で男性が怯んで結婚の約束を反故にしよう
などとすれば、やはり逆上する女性があったとしても不思議ではない。
話を戻そう。外傷が見られない場合、こんなに急な体調不良を前にして、誰でも
まず疑うのは食中毒か何かだろうが、母親はその女のことを考え、毒を盛られた可
能性に思い当たる。何か食べたの。何を食べたの。苦しい息の下、息子の答えは要
領を得ない（あるいは、この期に及んでも、ランダル卿自身、恋人に毒を盛られた
などとは信じたくないのかもしれない）。が、残り物を食べた鷹や犬が即死したこと
を聞き出して、母親はやっぱりと確信する。
それと前後して、医者も駆け付けたことだろう。当時の医療では治療法など限ら
れている。あれやこれや手を尽くしたものの、一向によくなる兆しは見えず、医者
からとうとう宣告が下される。御親族を集めて、後のことをよくよくお聞きになられ
ますように。司祭様もお呼びになられた方がいいと思います。
それぞれに遺言が残される。そして、あの女には――。結婚できないまでも、あ
んなに愛していたのに、こんな仕打ちをするなんて。男の身勝手な理屈かもしれな
いが、死に直面した苦しみの中で、呪詛の一言。
さて、これを歌うに当たっては、興を増す為に当然のこと様々な創意工夫が要る。
あるいは、これを歌い継いでいくに当たり、何世代にもわたって幾人もの歌い手に
よる創意工夫が加えられていく。毒を盛られたとすぐにわかったのでは面白くない。
毒を盛られたと断定するような母親の歌詞はなるべく先延ばしで。母親があれやこ
れや質問を重ねていくが、息子は少しずつ答えるだけで、後は歌のパターンとして
折り返し文句。じらすことで、否が応でもサスペンスを盛り上げる役割を果たすだ
ろう。実際に床を延べたり医者を呼んだりなどのくだりは、盛り上げには役立ちそ
うにないから省略で。毒を盛られたと判明した後は、遺言詩から臨終口頭遺言のパ
ターンを利用して、更に淡々と進めよう。そして、遺言のパターンに載せるかと見
せて、最後にガツンと呪詛の歌詞。
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感情表現が欠落していることがバラッドの基本的な特質である中で、抑制され
た感情をこのような形で吐き出して物語はクライマックスを迎える。（山中 22）
抑制が利いた中だからこそ、最後の最後に来ての、一気に吐き出すが如き呪詛が
一層力を持つのである。世代を超え、何百回、何千回と歌い継ぐ中で、聴衆の反応
を見ながら、ある時は手綱を引き、ある時は拍車をかけ、工夫は続けられていく。
5.　まとめに代えて
有名な伝承バラッドの一篇“Lord Randal”を例として、バラッドの語りに特徴的
な様式化の技巧と、それを如何に受け止め鑑賞するべきかについて論じてきた。
無論、前章での「真相」再現の試みなど、愚にもつかぬ戯れに過ぎないが、中世
以来、幾多の人々が、母親の悲哀やランダル卿の無念を思いやりつつ、彼を殺そう
とまで思い詰めた恋人の動機の謎について、あれやこれやと想像を膨らませながら、
歌い手の一節々々に耳を傾けてきたのは間違いない。それもこれも、写実とは異な
る、パターン化され、抑制の利いた歌い振りの中、ああかもしれぬこうかもしれぬ
という想像を容れる空隙が、至るところに残されているからでもあろう。
写実という、元来いくつもあるうちのひとつでしかない表現方法に慣れ過ぎ、そ
れを唯一のものと思い込んで、他の表現方法を思い浮かべることが困難になってい
ること。これは、21世紀になって俄かに起こったものではないはずで、2章で触れ
た演劇の話に事寄せて言えば、近代以降、演劇が益々視覚的な写実を重視していく
のと軌を同じくしているのかもしれない。してみれば、写実以外の様々な表現様式
の存在を今一度確認することは、何もバラッド鑑賞ばかりでなく、ありとあらゆる
芸術を鑑賞する態度をより豊かにすることに通じるはずだ。その意味からも、伝承
バラッドの紹介は、近代文学史の上でも今以上に重視されていい事柄ではないかと
確信している。
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補遺
・主人公は、A版のLord Randalと異なりかつ固有名詞が与えられている場合のみ
記した。
・食べた物は、例外はあるもののeelかfishに大別できる。が、鰻も、炒めたり煮た
りパイにしたりと、いくつかの調理法が認められる。魚の場合、どんな魚か、歌の
中から表現を拾っておいた。尚、spreckldもしくはspreckledは標準的な綴りなら
speckledだが、綴りは原本にあるままとした。その他の単語も同様である。
・犯人については、A版のtrue-loveと異なる場合のみ記した。主人公による最後の
告発に至る前に歌が終わってしまっている版も少なくないので、その場合は正確
なことはわからないのだが、会っていた人物、食べ物を供した人物が歌われてい
る場合、その人物を犯人と推定してここに記している。
版 主人公 食べた物 犯人
B Lord Donald sma fishes / black backs and spreckld bellies
C King Henrie (Henry)
fish boiled in broo /
spreckled on the back and white on the belly
D eels boild in broo
E Lairde Rowlande eels boild in brue
F Lord Ronald deadly poison
G Billy eel-pie
H a cup of strong poison wife
I Tiranti eels fried in butter / streakëd and stripëd grandmother
J a wee wee fishie
K a bonnie wee fishie grandmother?
L Willie a speckled trout, hemlock stocks step-mother?
M a little four-footed fish stepmother?
N a spreckled fishie step-mammie?
O a wee wee fish /it turned baith black an blue step-mammie?
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